
学力概念 No 資質・能力・態度（まとめると） レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

Ｂ
英語活用力
英語を使ってのコミュニケーションができるようにな
る。

英語でコミュニケーションをとろ
うとする関心・意欲・態度を持
ち、自分のことについて英語で
簡単に伝えられる。

自分の興味関心のあることや、
地域について英語で説明でき
る。

地域や研究内容について、原
稿を元に英語でスピーチし、簡
単な質疑応答ができる。(CEFR A2
レベル)

地域や研究内容について、即
興で英語でスピーチし、意見交
換ができる。(CEFR B1レベル)

地域や研究内容について、ス
トーリー、データ、事例などを交
えながら英語で説得力を持って
主張し、議論できる。(CEFR B2レベ
ル)

Ｆ
マネージメント力
自分や組織での取り組みを計画性を持って進めるこ
とができる。

指示を受けながら作業を実施で
きる。

指示を待たず、自発的かつ責任
を持って自分の作業を実施する
ことができる。

全体にとって必要な作業を見出
し、自分の作業に優先順位をつ
けて、複数の課題に同時に対
処することができる。

作業の繋がりや、全体スケ
ジュールを意識し、チームやメ
ンバーで作業を適切に役割分
担できる。

今後のスケジュールやリスクを
把握して、リスクへの対応策を
チームで確認しながら進めるこ
とができる。

社会に貢献しようとする意欲と
自分の価値観を持ち、自ら社会
に影響を及ぼそうとする。

考えの違う他者に対して、ユー
モアを持って接するなど、他者
との違いを楽しめる。社会や環
境の変化を前向きに捉えられ
る。

考えの違う他者の意見や存在
を、自分や社会をより良くしてい
くための重要なものと考えて受
け入れられる。

社会・未来を良くしようとする志
を持ち、自分自身の意見を他者
に真剣に語ることができる。

自らを振り返り変えてい
く力（メタ認知）
Metacognition "How we
reflect and learn"

Ｊ

自分を変える力
自分の言動や行動を俯瞰して見つめ直し、常に改善
しようとする意識を持ち、次の行動に繋げることができ
る。

自分を向上させるために、自分
自身で目標を立てることができ
る。

自分を向上させるために、自分
の目標と現実の差を見つめるこ
とができる。

自分の目標に近づく方策を考え
自ら行動することができる。

自分の目標の達成のための行
動を、常に自分自身で見直して
反省しながら、学び続け、次の
行動につなげて取り組むことが
できる。

社会の中での自分の役割や意
義を俯瞰して考え、自分の目標
と関連づけて大局的に行動でき
る。

Ｉ
能動的市民性
社会を支える当事者としての意識を持ち、地域や国
内外の未来を真剣に考えることができる。

所属する集団の一員としての自
覚を持つ。

社会の一員としての自覚を持
ち、社会の抱える問題に目を向
けようとする。

社会をより良くしようと、社会の
主体としての意識を持ち、社会
がより良くなるための考えを持
つことができる。

Ｈ

寛容さ
異文化や考えの違う他者を受け入れ、思いやるあた
たかさを持ち、協調して共に高めようとすることができ
る。

集団や他者との中で、他者を気
づかえる。

集団や他者との中で、相手の立
場や考えを想像し、共感でき
る。

集団や他者に対して、思いやり
をもって行動し、周囲の幸せを
考えることができる。

集団や他者との中で、他者の良
さに共感し、新たなものを取り
入れながら、共通の目標に向
かって活動を進めることができ
る。

集団や他者との中で、互いに良
い部分を引き出しながら、win-
winの関係を作ることができる。
ICTを活用して協働を促進する
ことができる。

文化や国境を越えて、社会を変
革する行動にうつし、互いに高
めあう同志としての関係をつく
れる。

人格（キャラクター・セン
ス）
Character "How we
engage in the world"

Ｇ

前向き・責任感・チャレンジ
自分を意味ある存在として考え自信を持ち、課題解決
のために自分の役割を見つけ、全力で取り組み、決し
てあきらめず遂行できる。

自分を意味ある存在として考
え、物事をポジティブに捉えるこ
とができる。

自分に自信を持ち、目の前の課
題を自分のこととして好意的に
捉えて、主体的に取り組める。

集団や他者との中で、自分の役
割を見つけることができ、すぐに
解決方法が分からなくても考え
続けることができる。

困難にぶつかっても自分の責
任を果たす努力をし、困難克服
のために、前向きにチャレンジ
し、まず行動できる。

技能（スキル・コンピテ
ンシー）
Skills "How we use
what we know"

Ｅ

他者との協働力
異文化・異なる感覚の人・異年齢等を乗り越え、仲間
と協力・協働しながら互いに高めあえる行動が取れ
る。

集団や他者との中で、決められ
たことや指示されたことに一人
で取り組むことができる。

集団や他者との中で、自分の役
割を見つけ、個性を活かしなが
ら行動でき、身近なメンバーの
支援もできる。

困難にぶつかっても逃げずに自
分の責任を果たし、失敗しても
その失敗を糧とできる。

現実と理想の差を踏まえなが
ら、広い視野・大きなスケールで
既知の事実について批判的に
考えることができる。

未知のことについても粘り強く
考え、自分の考えや常識にとら
われずに創造的に考え、新たな
アイディアを生み出せる。

Ｄ
表現・発信力
どのような場でも臆することなく自分の考えを発信で
き、他者の共感を引き出せる。

自分の意見や考えを、集団の
前で話すことができる。

突然指名されたときでも憶せ
ず、集団の前で、自分の意見や
考えを相手に伝わるように表現
することができる。

ICTを活用したり、データや事例
を紹介しながら、自分の意見や
考えを相手に伝えることができ
る。

多様な人々へ、相手の立場や
背景を考えながら分かりやすく
伝えることができる。

多様な人々へ、熱意とストー
リーを持って腑に落ちる形で説
得力ある発信を行い、共感を得
ることができる。

Ｃ
思考・創造力
物事を論理的に考え、批判的思考で掘り下げ、スケー
ルの大きな考え方ができる。

与えられた情報を整理できる。
目の前にある課題やその解決
のための内容を論理的に掘り
下げて考えることができる。

メディアを活用して情報を集め、
情報を分析・評価・活用しながら
課題を発見したり設定できる。
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知識
Knowledge "What we
know"

Ａ

社会的課題に関する知識・理解
一般常識や基礎学力をつけながら、世界・社会の状
況の変化やその課題を理解するための知識を身に着
ける。

地域や社会の成り立ちについて
の基礎的な知識を得る。

地域の復興に向けた課題や、
目の前の課題についての基礎
的な知識を得る。

環境・エネルギー問題など持続
可能な社会実現に向けた課題
や、世界の状況・課題について
基礎的な知識を得る。

社会の課題について、習得した
知識を深堀し、周辺情報や関連
情報を集め理解する。

社会の課題について、目の前
の課題と関係する知識を俯瞰し
てつなげ、人に説明できるレベ
ルまで理解する。

創

造

協

働

自

立



R01.11.20 

ルーブリック面談の実施について 

企画研究開発部 

1. 本校ルーブリックの経緯 

本校が開校された 4年前、「教育」を通じて、人の心を復興させることが本校の大きな役割でした。そ

のため、新たな学力概念を身に付けるために全国に先駆けて「探究活動」をカリキュラムに組み込み、生

徒とともに実践してきました。こうした「探究活動」に代表される新たな学びだけではなく、教科学習、

HR 活動、部活動を相関して身に付けられる力を既存の評価に委ねることは適切とは言えません。そのた

め、新たな指標に基づく評価を目指したのが人材育成要件・ルーブリック（以下、ルーブリック）です。 

2015 年 4 月、全教員で「どのような生徒を育てたいのか？」を話し合い、3～4 か月かけ OECD が打ち

立てた概念をもとに、「寛容さ」や「他者との協働力」「自分を変える力」など計 10項目にわたる独自の

ルーブリック（評価基準）を策定しました。つまり、4年前の教員からの時を超えた“手紙”です。 

これまでルーブリックを用いた評価は、学校全体としてどの項目に効果や課題があったかを総括する

ことに使ってきましたが、本来は生徒一人一人が活用するべきものです。そこで昨年度より生徒へのフ

ィードバックと個人面談を試験的に実施してきました。担当の先生方からは面談を実施することに対す

る好意的な意見が多く出され、今年度より本格的に実施することとしました。 

ルーブリック面談、個人へのフィードバックの本格的運用とはいえ、改善点は多いと思います。先生方

には面談を実施した際の課題等についても忌憚のないご意見をいただきたいと思います。 

 

 

２．ルーブリック面談 

 

実施期間 ２年次 １１月２７日～ 

 

標準的な実施方法 

⚫ 教員と生徒 1 対 1 で、ルーブリックの各項目についてその評価理由をインタビューしながら、生徒

自身がレベルの再確認を行う。 

⚫ 各項目について、レベルの位置、それを選んだ根拠、自己評価とピアレビューで違う場合は変わった

理由などを聞く。本人のレベルとあまりにも離れている場合は修正する。 

⚫ 単なるインタビューではなく、フィードバックできるようにする。 

⚫ 残りの期間でどんなところを特に伸ばしたいか、目標設定をする。 

⚫ 面談を通じて、ルーブリック評価の活用の方法について、先生方の意見を書いていただく。 

⚫ 面談後のルーブリック評価も回収する。（変わった所はわかるように強調しておいてください） 

 

面談実施者 

各ゼミ担当者 

 

所要時間 

生徒一人で 30分程度 



期待できる効果 

 

 

面談事例の映像 G:\共有ドライブ\ふたば未来高（企画研究開発部）\機微情報レベル_2A\ルーブリック

\ルーブリック面談 参考資料 

 

 

留意点 

① 対話的に関わることを意識しましょう。 

定期考査などの一つの流れが終わった際の総括的な評価ではなく、これからの成長を促すための形成的

評価であるので、生徒との対話を深めることが必要です。次につながるものでなければいけません。 

② 生徒自身に語らせることを意識しましょう。 

単なる再記録や担当者による意図的な対話や働きかけにならないように、そのレベルに設定した経緯や

その時の思いを語らせることで、自分の良さと可能性を認識できるようにしましょう。 

③ レベルの判断は慎重にお願いします。 

レベルを選んだ根拠について、生徒は１回のみの経験でその項目がクリアできていると判断してしまう

ことがあります。面談をしながらその判断が妥当かどうか検討してください。 

④ 生徒に判断を促しましょう。 

レベルが高まるほうには変更しやすいですが、レベルが下がる方向は生徒の自己肯定感を下げることに

も繋がりかねないので、慎重にお願いします。その際は、教員側から結論を出すよりも本人に判断させる

ような促し方が有効と思われます。具体的には、その能力でよいかどうか問いかけをしながら考えさせ

る、上下のレベルが達成できているかどうか確認する等をして確認するとよいと思います。 

⑤ 目標設定に活用しましょう。 

ルーブリックを活用すれば自分の強み弱みをとらえることができます。それを確認したうえで、その先

の目標設定に活用しましょう。 

 

ルーブリック面談実施についての課題 

一人当たりの負担 

 ゼミによっては一人の先生が 10人以上の生徒をみる必要があり、負担が極端に大きくなります。その

ような場合は、以下のような方法を検討してください。これらの方法については昨年は実施していない

ので、実施の様子等も後でぜひ教えてください。 

① 教員１ 対 生徒複数 での面談  生徒が自分自身の評価を説明し、生徒がその評価について妥

当性をコメント（ピアレビュー）。そこに担当の先生も入って問いかけやコメントをする。 

② 項目を絞っての面談  生徒本人が特にがんばったところ、改善したいところを中心に説明して

もらい、それについて教員からコメント等を行う。 

③ 生徒を抽出しての面談 生徒の不公平感が出ないか心配ではある。 

⚫ 生徒、教員ともに、ルーブリック評価の項目を再認識できる。 

⚫ 評価の客観性をより高めることができる。 

⚫ 担当者は生徒の思いに迫ることができ、生徒は自分自身をもう一度見直すことができる。 

⚫ 生徒自身では気が付くことができなかったレベル設定を認識することができる。 

⚫ その先の目標設定に活用できる。 



 

面談時の資料（後日まとめてマネジメントリーダーの先生に紙で配布＆メール添付で配布します） 

生徒用 

・４月当初に書いたルーブリック（返却） 

・ルーブリック（変更がある場合に変更後の評価を生徒に書いてもらう） 

・目標設定シート 

・生徒個人のルーブリック推移グラフ 

 

 

先生用 

・ルーブリック面談 結果まとめシート 

 

  



ピアレビュー実施方法（生徒向け） 

企画研究開発部 

1. ピアレビューとは？ 

先日実施したルーブリック評価を別の人が詳細に評価・検証するものです。立場が近い同じゼミの

生徒同士で行います。因みに、ピア（peer）とは“同僚”のことを意味します。 

 

2. どうしてピアレビューを行うのですか？ 

漠然と捉えていたかもしれない学習成果を友人の目線から再確認することで、本来のそれとの一致

が期待できる。そして、相互に成長を確認できるので、ゼミの活性化にもつながります。加えて、

相互評価なので、評価する側としての責任感も育成できます。 

 

3. 実施方法 

(1) 1対 1で行います。 

(2) (1)【A.社会的課題に関する知識・理解】～(20)【J.自分を変える力】について、レベルの位

置、それを選んだ根拠、選んだ理由・エピソードを聞きます。場合によっては修正するこ

とも可能です。 

(3) 単なるインタビューではなく、今後の探究活動や学習活動にフィードバックできるようにし

ましょう。 

(4) ピアレビュー後のルーブリック評価は回収します。（変わった所はわかるように強調しておいて

ください） 

 

4. ピアレビューの実施者 

同じゼミに所属する友人とペアを組んで行いましょう。相互に“面談する側”と、“される側”役

割を変えて行いましょう。 

 

5. 時間の目安 

１人当たり 10～20分×2回（面談される側、面談する側） 計 20～40分程度 

 

6. 面談する側のポイント 

 

 

 

 

7. 実施例 

 

 

 

  

⚫ 相手に語らせることを意識しましょう。 

⚫ レベルの判断は慎重に行いましょう。 

⚫ レベルの判断は相手の判断にお任せしましょう。 

⚫ 今後の目標設定に活用しましょう。 

どうしてレベル 1やレベル 2は達成

できていると思いましたか？ 

もう少し詳しくレベル 3を選んだ理

由をおしえてください。 

逆に、レベル 4になるためにはどうすればよいかしら？ 

そもそも”win-win”って、どういうことなんだろ

う？具体的にはどんな場面があると思う？ 



ルーブリック面談 結果まとめシート 

ゼミ名                   ゼミ 

面接した生徒の氏名 

（面接した先生の氏名） 

 

（      ） 

面談方法（１対１、１対多数など） 

生徒、教員ともに、ルーブリック評価の各項目を再認識することができたか 

評価の客観性はより高まったか 

ルーブリック後の面談を行ったほうがよいかどうか（メリット デメリット） 

 

ルーブリック評価の実施方法、活用方法についての意見 

 

ルーブリック面談を実施して特にやってよかったと思う生徒がいれば、その様子やどのように効果が

あったか。 

 


